










































































































































































35 7 0 2 4 0 1 0 2 9 14 5
　どちらでもない 46 14 0 9 14 0 7 0 0 9 21 3
　昔は嫌いだった、
　ずっと好き
16 9 2 0 5 1 1 0 0 1 2 0
























35 12 5 11 2 4 1 0 10 0 1 1
　どちらでもない 46 15 0 8 2 6 2 5 11 2 7 4
　昔は嫌いだった、
　ずっと好き
16 3 0 1 1 2 0 2 0 3 1 0


























　 ずっと嫌い、昔は好きだった どちらでもない 昔は嫌いだった、ずっと好き
よく分かった 1 0 3
まあよく分かった 4 28 7
あまり分からなかった 21 8 3
まったく分からなかった 1 0 1
















　 書き下し文 漢文訓読 返り点 漢字
あまり分からなかった 9 11 6 9
まったく分からなかった 1 1 1 1










　 書き下し文 漢文訓読 返り点 漢字
ずっと嫌い、あまり分からなかった 6 8 4 7
ずっと嫌い、まったく分からなかった 0 0 0 1















































































漢文が好きか 漢文の内容理解 漢文で分からなかったもの 漢字は好きか
ずっと嫌い あまり分からなかった 漢字 ずっと嫌い
ずっと嫌い あまり分からなかった 漢字 得意ではないから嫌い
ずっと嫌い あまり分からなかった 漢字 得意ではないから嫌い
ずっと嫌い あまり分からなかった 全て どちらでもない
ずっと嫌い まったく分からなかった 漢字 得意ではないけれど好き
ずっと嫌い あまり分からなかった 漢字 得意ではないけれど好き
ずっと嫌い あまり分からなかった 漢字 得意ではないけれど好き
ずっと嫌い 覚えていない 漢字 得意で好き

































得意 0 0％ 1 3％ 6 20％ 6 19％
比較的得意 20 65％ 14 45％ 23 77％ 16 52％
あまり得意ではない 10 32％ 12 39％ 0 0％ 8 26％









適切に選べる 0 15 4 0


































漢字の形を覚えるのが バラバラ パーツ 何度も書く 習字 自然に
得意 1 13％ 4 50％ 2 25％ 0 4 50％
比較的得意 3 7％ 4 9％ 29 63％ 0 18 39％
あまり得意ではない 3 9％ 2 6％ 18 55％ 0 15 45％
得意ではない 0 0％ 1 17％ 3 50％ 0 2 33％









得意 16 18％ 得意 21 23％
比較的得意 66 74％ 比較的得意 48 52％
あまり得意ではない 6 7％ あまり得意ではない 21 23％
得意ではない 1 1％ 得意ではない 2 2％









































































































7 60 24 58 14 4 0
表10　漢字の読みの覚え方
漢字の読みを覚えるのが 旁から推測して覚える 自然に覚える その他
得意 2 2％ 10％ 10 11％ 48％ 0
比較的得意 4 4％ 8％ 23 25％ 48％ 0
あまり得意ではない 3 3％ 14％ 4 4％ 19％ 0
得意ではない 0 0％ 0％ 1 1％ 50％ 0
































ずっと好き （14） 0 10 5 8 2 1
得意で好き （13） 1 8 2 7 1 1
得意ではないけれど
好き （43） 4 27 12 28 7 1
昔は嫌いだった （2） 0 0 0 1 0 0
ずっと嫌い （2） 0 0 0 1 1 0
得意ではないから嫌
い （4） 0 2 0 2 0 0
どちらでもない （17） 2 11 4 9 2 1















得意 （16） 1 10 5 12 1 2
比較的得意 （66） 5 41 15 36 10 2
あまり得意ではない
 （6） 0 4 2 3 1 0
得意ではない （1） 0 0 1 0 1 0
合　計 6 55 23 51 13 4
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が分かった。
漢字に関しては、漢字の得手不得手とは関係なく漢字を好んでいる者が多かった。漢文におい
て漢字を難しさの要因として挙げていても漢字自体は嫌っていないということである。そこで漢
文嫌いの漢字の読み書きに対する得手不得手を調査すると、読むことより書くことが困難であ
り、漢字学習者の間で漢字を覚えるのに最も用いられている方法が「何度も書く」であるにも関
わらず、「漢字が得意」な者にはその方法は適用されていないことが分かった。漢字が得意であ
るという回答者は、漢字の形の覚え方として「自然に覚える」、「パーツに分ける」という方法を
採っている。いわゆる「正しい」書き順に則って身体が覚えるように何度も漢字を書く方法は初
等教育の時から学校で採られている一般的な方法だと考えられるが、漢字習得のうえでむしろ漢
字を分解して覚える、パーツを組み立てて書くという方法を採ることもさらに考慮に入れられる
べきであろう ７。また、その方法を身につけることで未知の漢字を読むときの手がかりともなる
はずである。
漢字の書きとは異なり漢字の読みに自信のある者は多かったが、初めて見る漢字に対してどの
ような推測を行うのかを調査したところ、全体的な形から別の類似した漢字と混同しているもの
が多く見られ、旁から判断した者は半数しかいなかった。一画しかない漢字については手掛かり
が非常に少ないことから想像力をたくましくしたものと記号に二極化したが、漢字の読みの覚え
方としては概して「自然に覚える」という回答者が漢字の読みの得手不得手に関係なく多く、意
識的な努力はなされていないと考えられる。未知の漢字に対しては「何もしない」ものはごく少
数で、他はなんらかの方法で調べている。そのなかで多かったのは「電子辞書」と「インターネッ
ト」であり、圧倒的に電子媒体を使用しているものが多いことが明らかとなった。
今回漢文が嫌いだと回答した者たちは、漢文が嫌いだという意識を引き続き持っていくことに
なるのだろう。しかし意識が途中で変わった回答者のように上記の負の要素を逆転するような希
望もある。現在漢文を学習中の学習者たち、あるいは現在漢字を学習中で今後漢文を学習する学
習者たちの漢文不人気回避は可能であると考える。
今後の課題は、漢文のジャンルや作品別に意識調査をすることである。今回ジャンル別に記憶
している作品を協力者に挙げてもらったが、なかには作品が思い出せてもジャンルが曖昧あるい
はまったく作品が思い出せないものが多くジャンルによる意識調査ができなかった。このジャン
ル別の意識調査をすることで人気のある教材人気のない教材あるいは苦手意識を持たせる教材な
どが明らかになるであろう。また漢文好きと漢文嫌いの趣向の違いがあるかどうかを調査した
い。それから漢字そのものに対して嫌いであるという意識がなかったにも関わらず漢文に使用さ
れている漢字が漢文嫌いの要素になっていたことが明らかになったことから、漢文における漢字
のどの要素（文法的要素としての読みの異なり、繁体字など）が学習者にとって問題となってい
たかを特定することも課題である。そして今回の結果と新学習指導要領の下で学習している生徒
たちとの比較も行いたい。さらに今後非漢字圏から来日した移民子女への調査を行い、漢字学習
の先に続く漢文学習が彼らにとって壁となるのか否かをはじめ、日本で教育を受けてきた子供と
の相違点について調査をしたい。
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最後にこの調査にご協力いただいた各大学、教員、学生のみなさんにこの場をかりて謝意を表
する。
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１　研究１「古文は好きだ」という問に対して、「そう思う」8.5％、「どちらかといえばそう思う」
14.6％、「どちらかといえばそう思わない」21.5％、「そう思わない」51.2％、「分からない」4.0％
となっており、否定的な回答が72.7％となっている。漢文に対する否定的な回答が71.2％であるの
と比較すると若干古文に対する否定的な回答が多い。
２　文化庁「平成23年度『国語に関する世論調査』の結果の概要」でも、漢字を正確に書く力が衰え
たと自覚している人の割合が13年度の41.3％から66.5％に増えたことが報告されており、日本社会
全体の問題になりつつある。
３　宮（2011）は中学生への調査で、「生徒が考える最も好ましい方法」が「『ひたすら書いて覚える』
方法」であると報告している。
４　藤本（2011）は、幼稚園では漢字は教えないものの、園児の中には見よう見まねで漢字を書き始
める子どもがいると報告している。
５　林（2010）は、調査のなかで「半数以上の生徒が、何度も書いて覚えるのではなく、見るだけで
学習したような気になっていることがわかった。漢字を合間に覚えている生徒が多い一因はここ
にあると言えよう」と指摘している。
６　学研漢和大字典 ［藤堂明保，1991］
７　同上林（2010）で偏と旁等の部分に分けて漢字の旁を説明しながら書かせるようにしたことで効
果があったことを報告している。
94
漢文と漢字に対する意識の相関関係および漢字学習ストラテジー 95
早稲田教育評論　第 30 巻第１号96
